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は
じ
め
に

一
、
地
の
文
に
用
い
ら
れ
る
接
続
詞

二
、
章
段
の
様
態
と
接
続
詞
の
用
例
数
の
概
観

三
、
接
続
詞
使
用
の
状
況

1
、
少
数
使
用
の
実
態

2
、
多
数
使
用
の
実
態
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延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
接
続
詞
の
全
体
像
、
及
び
使
用
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
接

続
詞
の
和
文
語
的
性
格
、
漢
文
訓
読
語
的
性
格
の
面
か
ら
、
そ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
の
種
類
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

接
続
詞
の
用
い
ら
れ
て
い
る
特
徴
も
加
味
す
る
と
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
文
章
は
、
文
書
、
地
の
文
・
由
来
説
明
文
、
地
の
文
・
普
通
文
、

緊
張
会
話
文
、
普
通
会
話
文
の
三
種
五
類
、
及
び
和
歌
等
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
の
接
続
詞
の
用
い
ら
れ
方



に
も
、
あ
る
均
質
な
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
の
文
・
普
通
文
（
以
下
、
単
に
「
地
の
文
」
と
い
う
）
に
お
い
て
は
、
接
続

詞
の
種
類
も
多
く
、
今
一
つ
漠
然
と
し
た
感
が
拭
え
な
い
。
本
稿
は
、
地
の
文
の
中
に
お
い
て
、
接
続
詞
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る

の
か
に
絞
っ
て
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
、
地
の
文
に
用
い
ら
れ
る
接
続
詞

（3）

地
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
接
続
詞
の
全
体
を
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
◆
印
は
漢
文
訓
読
語
、
○
印
は
和
文
語
。
数
字
は
用
例
数
。
）
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○
サ
リ
ナ
ガ
ラ
モ
1
　
0
サ
レ
ド
1

異
な
り
語
数
は
多
い
も
の
の
、
用
例
数
が
二
〇
例
を
越
え
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
他
の
文
章
に
ど
れ
ほ
ど
用
い
ら

れ
て
い
る
か
を
併
せ
て
比
較
す
る
。

地
の
文
以
外
で
の
使
用
状
況
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
接
続
詞
の
特
性
が
見
え
る
。

ま
ず
、
第
一
に
は
　
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
　
「
カ
カ
リ
ケ
レ
バ
」
「
カ
ク
テ
」
　
の
類
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
専
ら
地
の
文
に
お
い
て
用
い
ら
れ
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普

・
会

る
も
の
で
あ
り
、
文
書
類
の
漢
文
的
表
現
と
会
話
文
の
中

に
は
原
則
と
し
て
共
に
用
い
ら
れ
な
い
特
性
を
持
つ
。
地

の
文
を
最
も
代
表
す
る
接
続
詞
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ

こ
に
は
挙
が
っ
て
い
な
い
が
、
他
に
　
「
カ
カ
リ
シ
カ
バ
」

「
カ
カ
リ
シ
ホ
ド
ニ
」
「
カ
カ
リ
ケ
ル
ア
ヒ
ダ
」
等
「
カ
カ

リ
（
ル
）
…
…
」
　
の
語
形
の
も
の
は
同
様
の
特
徴
を
持
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

次
に
は
　
「
ナ
ラ
ビ
ニ
」
「
コ
コ
こ
」
「
コ
レ
こ
ヨ
ツ
テ
」

「
シ
カ
ル
ニ
」
　
の
類
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
漢
文
訓
読
語
で

あ
り
、
し
か
も
、
漢
文
訓
読
語
は
全
語
が
同
じ
傾
向
を
見

せ
る
。
地
の
文
、
文
書
の
二
種
の
文
章
の
中
で
の
使
用
が

中
心
と
な
る
も
の
で
、
緊
張
会
話
文
に
は
用
い
ら
れ
る
が

普
通
会
話
文
に
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

漢
文
訓
読
語
的
要
素
と
し
て
文
体
の
組
成
に
重
要
な
働
き



を
す
る
も
の
だ
が
、
用
例
数
自
体
は
さ
し
て
多
い
も
の
で
は
な
い
。

次
に
、
「
サ
テ
」
「
サ
レ
バ
」
「
サ
テ
モ
」
「
サ
レ
ド
モ
」
の
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
地
の
文
、
緊
張
会
話
文
を
中
心
と
し
て
用
い
ら
れ
、
普

通
会
話
文
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
文
書
の
中
に
は
原
則
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
先
の
漢
文
訓
読
語
の
接
続
詞
と
逆
の
特
徴
を
持
つ
と

言
え
よ
う
。
ど
の
文
章
に
用
い
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
分
類
す
る
と
、
こ
の
三
類
に
分
け
ら
れ
る
。
順
番
に
第
一
類
、
第
二
類
、
第
三
類

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
漢
文
訓
読
語
系
、
「
サ
テ
」
「
サ
リ
」
系
、
と
語
の
成
り
立
ち
の
共
通
性
を
持
つ
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
一
類
と
な
っ
て
お

り
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
分
類
は
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
共
通
性
格
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
二
カ
カ
リ
（
ル
）
」
系
と
「
サ

ル
ホ
ド
ニ
」
の
類
も
地
の
文
に
の
み
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
は
共
通
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
「
マ
タ
」
は
、

こ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
ず
、
文
章
の
類
を
問
わ
ず
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
地
の
文
で
の
使
用
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
、

右
の
三
分
類
の
上
に
立
っ
て
特
徴
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

二
、
章
段
の
様
態
と
接
続
詞
の
用
例
数
の
概
観

さ
て
、
延
慶
本
平
家
物
語
は
、
左
表
の
如
く
一
二
巻
四
四
六
章
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

巻

四

六

七

九

計

物
語
の
具
体
的
な
展
開
は
こ
の
章
段
の
中
で
な
さ
れ
、
接
続
詞
は
話
題
の
発
展
等
、
物
語
の
展
開
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
以
下
、
章
段
を

単
位
と
し
て
考
察
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
次
頁
の
表
が
、
章
段
の
様
態
と
接
続
詞
の
用
例
数
と
の
関
係
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
章
段
は
内
容
的
に
編
年
体
の
も
の
と
紀
伝
体
の
も
の
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
各
章
段
の
書
き
出
し
が
年
月
日
で
始
ま
る
も
の
を

編
年
体
章
段
と
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
紀
伝
体
章
段
と
す
る
。
編
年
体
章
段
の
数
は
一
七
二
早
段
で
、
全
体
の
約
三
分
の
一
で
あ
る
。
章

延
慶
本
平
家
物
語
の
地
の
文
の
展
開
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薗

体年編

段

数

章

行

体伝紀

㈲n
ノ
あ詞続接 無

し

㈲nソあ詞続接 無

し1 2 3 ．4 5 ～6 1 2 3 4 5 ～6虹66 9 1 1 55 01～ 9 3 12 33

73 11 3 1 1 12 02～ 72 7 1 2 33 07

51 6 1 2 1 2 3 03～ 31 6 3 2 8 23

01 4 3 3 04～ 01 9 3 2 1 11 63

01 2 1 2 3 2 05～ 5 4 3 1 3 2 5 32

01 2 2 3 1 1 1 06～ 6 3 3 1 2 51

5 1 2 1 1

．

07～ 3 3 1 2 1 2 21

5 1 1 1 2 08～ 1 1 1 1 3 7

3 1 1 1 09～ 2 5 1 1 9

001～ 4 1 1 2 8

9 2 1 2 1 2 1 ～101 3 4 1 2 5 31 3 1⊥3

071 73 61 41 6 7 5 58 計合 97 64 81 21 11 42 68 672

一

一

二

段
の
大
き
さ
に
は
大
小
様
々
の
も
の
が
あ
る
の
で
、
便
宜
的

（4）

に
行
数
（
勉
誠
社
版
翻
字
本
に
よ
る
）
を
基
準
に
す
る
。
章
段

の
大
き
さ
で
見
る
と
、
編
年
体
章
段
と
紀
伝
体
章
段
と
に
差

異
が
見
ら
れ
る
。
編
年
体
章
段
は
、
章
段
行
数
が
一
〇
行
以

内
、
或
は
二
〇
行
以
内
の
も
の
が
一
〇
〇
章
段
を
越
え
、
全

体
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
概
し
て
小
さ
な
章

段
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
紀
伝
体
章

段
は
右
の
如
き
小
さ
な
章
段
も
あ
る
が
、
平
均
的
に
様
々
な

大
き
さ
の
章
段
が
あ
り
、
一
〇
〇
行
を
越
え
る
も
の
も
少
な

く
な
い
。
こ
の
違
い
が
両
者
の
量
的
側
面
で
の
性
格
を
表
し

て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
段
に
ど
の
よ
う
に
接

続
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
編
年
体
章
段
で

は
、
表
左
上
部
に
多
く
の
章
段
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
比
較
的
小
さ
な
章
段
で
、
用
い
ら
れ
て
い
る
接
続
詞
も

少
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
位
置
に
集
中
し
て
い
る

も
の
を
A
群
と
す
る
。
加
え
て
、
接
続
詞
を
用
い
て
い
な
い

章
段
も
小
さ
な
章
段
に
集
中
し
て
お
り
、
編
年
体
章
段
の
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
を
B
群
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
表
の
あ
る
部
分
に
近
似
し
た
性
格
の
も
の
が
集



段

数

章

行

体伝血年編

㈲n
ノ
あ詞続接 無

し1 32 4 5 ～6

01～ B

02～ 群

03～ A群

04～

05～ D

06～

07～ 群

000～

09～

001～ C 群

～001

申
し
て
見
ら
れ
、
そ
こ
を
基
準
的
性
格
と
考
え
れ
ば
、
小
章
段
・

少
接
続
詞
と
い
う
こ
と
が
編
年
体
章
段
の
特
徴
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
一
方
、
紀
伝
体
章
段
に
お
い
て
も
、
同
様
の
位
置
に
は
数

多
く
の
章
段
が
集
中
し
て
い
る
。
A
群
B
群
は
両
者
に
共
通
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
傾
向
は
、
文
章
量
が
少
な
け

れ
ば
話
題
の
展
開
も
少
な
く
な
る
と
い
う
、
当
然
予
想
さ
れ
る
内

容
で
あ
り
、
両
者
共
通
し
て
い
る
の
も
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
紀
伝
体
章
段
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
編
年
体
章

段
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
一
つ
は
、
七
〇
行
、
八
〇
行
、
或

は
そ
れ
以
上
の
大
き
な
章
段
で
あ
り
な
が
ら
、
地
の
文
の
接
続
詞

が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
章
段
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
章
段
が
大
き
く
か
つ
接
続
詞
も
多
い
と
い
う
も
の
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
前
者
を
C
群
、
後
者
を
D
群
と
し
て
、
相
互
の
位
置
関
係
を
表
示
す
る
と
右
上
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
A
・
B
・
D

群
の
も
の
は
、
右
に
述
べ
た
如
く
、
文
章
量
と
接
続
詞
数
と
が
比
例
関
係
に
あ
り
、
大
筋
に
お
い
て
は
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
紀
伝
体
章
段

に
お
け
る
C
群
の
も
の
が
例
外
的
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の
章
段
が
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
紀
伝
体
章
段
の

特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

：
「
接
続
詞
の
使
用
状
況

1
、
少
数
使
用
の
実
態

で
は
、
具
体
的
に
接
続
詞
が
地
の
文
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
見
る
こ
と
に
す
る
。

延
慶
本
平
家
物
語
の
地
の
文
の
展
開

一

一

三
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二
四

ま
ず
、
接
続
詞
の
使
用
例
が
少
な
い
章
段
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
見
る
と
、
A
群
、
C
群
の
も
の
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
紀
伝
体
章
段
、

編
年
体
章
段
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
接
続
詞
の
用
例
数
が
三
例
以
下
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
接
続
詞
が
ど
れ
だ
け
用

い
ら
れ
て
い
る
か
、
第
一
節
で
取
り
出
し
た
用
例
数
の
多
か
っ
た
一
二
語
を
中
心
に
見
る
と
次
の
表
の
如
く
な
る
。
各
章
段
に
お
い
て
地
の

《
紀
伝
体
章
段
》

《
編
年
体
章
段
》

類三第 類二第 類一第

他 マ サ サ サ サ ナ シ コ コ カ カ サ 章総

タ レ
、
レ テ テ ラ

、
カ レ コ カ ク レIノ 段用

ヾノ モ ル

こ
－ ニ テ ホ

ド

ニ

内

接
続

詞

例

数モ ニ
‾
ヨ
ッ
テ

ケ

レ

バ

61 11

5 2 4 91 1 2 3 2 3 3 9
1

例03 （8
）

7 51

71 61

4 11 2 5 6 0 2 4 3 4 02
2

例22 （
12
）

6 72

51 4

3 4 4 5 2 0 1 2 2 1 9
3

例61 （5
）

3 21

類三第 類二第 類一第

他 マ サ サ サ サ ナ シ コ コ カ カ サ 章総

タ レ
、
レ テ テ ラ

、
カ レ コ カ ク レノ 段用

†ノ モ ー ニ テ ホ
ド

ニ

内

接
続

詞

例

数モ こ ニ
‾
ヨ
ッ
テ

ケ

レ
バ

8 7

7 2 1 5 4 0 1 0 0 2 1
H

H
H
HJ

1

伊51 （
5
）

1 3

9 9

4 3 1 2 1 0 0 2 1 0 0
2

例01
（
3
）

2 1

6 9

2 7 2 4 5 2 2 0 3 0 1
3

例51 （9
）

4 4



文
の
接
続
詞
使
用
総
数
が
一
例
の
場
合
、
紀
伝
体
章
段
全
体
で
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
九
例
あ
る
。
一
方
、
編
年
体
章
段
全
体
で
は
「
サ
ル
ホ

ド
ニ
」
は
一
例
し
か
用
．
い
ら
れ
て
い
な
い
。
使
用
接
続
詞
の
総
数
が
複
数
の
場
合
も
、
各
語
の
延
べ
用
例
数
を
掲
げ
た
。
一
章
段
に
「
サ
ル

ホ
ド
ニ
」
が
二
回
用
い
ら
れ
て
い
る
時
に
は
、
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
用
例
数
二
と
し
て
数
え
て
あ
る
。
第
二
類
は
、
「
ナ
ラ
ビ
こ
」
が
他
の
三
語

と
働
き
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
を
含
め
た
合
計
は
括
弧
に
入
れ
、
そ
れ
を
除
い
た
合
計
数
で
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
紀
伝
体
章
段
と

編
年
体
章
段
と
で
の
章
段
数
の
違
い
に
よ
っ
て
用
例
数
に
多
少
が
あ
る
。
前
者
対
後
者
で
の
葦
段
数
は
、
章
段
内
接
続
詞
総
用
例
数
一
例
の

も
の
二
対
一
、
二
例
の
も
の
三
対
一
、
三
例
の
も
の
一
対
一
の
比
率
で
あ
る
。
こ
の
比
率
で
見
た
場
合
に
、
著
し
く
両
者
の
数
値
に
違
い
が

あ
る
の
は
、
一
類
の
す
べ
て
と
二
類
の
章
段
内
接
続
詞
総
用
例
数
一
例
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
一
類
の
「
カ
ク

テ
」
「
カ
カ
リ
ケ
レ
バ
」
、
二
類
の
「
コ
コ
ニ
」
以
下
の
も
の
は
違
い
と
言
っ
て
も
用
例
数
二
～
三
例
の
違
い
で
し
か
な
い
。
結
局
は
「
サ
ル

ホ
ド
ニ
」
の
多
寡
の
違
い
の
み
が
著
し
い
違
い
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
紀
伝
体
章
段
に
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
「
サ
ル
ホ
ド

ニ
」
が
ど
の
よ
う
な
働
き
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

紀
伝
体
章
段
の
中
に
は
地
の
文
の
接
続
詞
と
し
て
は
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
一
例
の
み
の
も
の
は
さ

て
措
き
、
二
例
の
も
の
で
は
次
の
四
章
段
が
そ
れ
で
あ
る
。

〇
三
滴
ノ
人
々
ハ
…
…
案
ノ
如
ク
畠
山
二
郎
聞
付
テ
…
：
・
二
滴
ノ
人
々
ハ
カ
タ
ト
モ
シ
ラ
デ
…
…
ト
テ
、
ヤ
ガ
テ
カ
ケ
ム
ト
ス
。

サ
ル
ホ
ド
ニ
兄
ノ
義
盛
小
壷
坂
こ

テ
是
ヲ
見
テ
…
…
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
ア
ブ
ミ
ズ
リ
ニ
引
上
テ
、

カ
イ
ダ
テ
カ
ヒ
テ
待
ツ
ル
三
浦
ノ
別

当
義
澄
、
巳
二
合
戦
初
ル
ト
見
テ
…
…
（
亨
山
　
小
壷
合
戦
事
）
　
（
五
l
1
4
は
巻
五
第
一
四
章
を
表
す
。
以
下
同
じ
。
）

O
「
敵
只
今
二
来
ナ
ム
ズ
…
」
ト
云
ケ
レ
バ
…
…
衣
笠
城
二
籠
ニ
ケ
リ
。
…
大
介
云
ケ
ル
ハ
「
…
」
…
…
大
介
「
…
」
ト
云
マ
＼
こ
、

鞭
ヲ
ア
ゲ
テ
佐
野
平
太
ヲ
ゾ
打
タ
リ
ケ
ル
。
猟
租
⇒
日
モ
ク
レ
ヌ
。
「
…
」
ト
云
ケ
レ
ド
モ
、
不
叶
。
直
垂
モ
ハ
ガ
レ
ニ
ケ
リ
。

サ
ル
ホ
ド
ニ
夜
モ
ア
ケ
ニ
ケ
レ
バ
…
…
（
五
－
1
5

衣
笠
城
合
戦
事
）

○
頼
盛
ハ
仲
盛
、
光
盛
等
引
具
テ
…
…
《
抑
頼
盛
ノ
ト
ヾ
マ
リ
給
フ
志
ヲ
尋
レ
バ
…
…
俄
二
思
留
リ
ケ
ル
ト
ゾ
間
へ
シ
。
（
由
来
説
明
文
）
》

延
慶
本
平
家
物
語
の
地
の
文
の
展
開
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二
六

サ
ル
ホ
ド
ニ
大
臣
殿
盛
次
ヲ
召
テ
…
…
新
中
納
言
宣
ヒ
ケ
ル
ハ
・
…
‥
ト
テ
、
大
臣
殿
ノ
方
ヲ
ツ
ラ
グ
二
見
ヤ
リ
給
ケ
ル
コ
ソ
ゲ
ニ
ト

覚
へ
テ
ア
ワ
レ
ナ
レ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
権
亮
三
位
中
将
惟
盛
…
兄
弟
五
六
人
引
具
テ
…
…
関
戸
ノ
院
ノ
程
ニ
テ
迫
付
給
ヘ
リ
。
…
…
（
七

－
2
6
　
頼
盛
道
ヨ
リ
返
給
事
）

○
次
日
ハ
引
田
浦
、
…
打
過
テ
、
屋
嶋
ノ
城
へ
押
寄
ク
リ
。
…
能
登
守
殿
ノ
方
へ
被
仰
タ
リ
ケ
ル
ハ
「
…
」
ト
ゾ
有
ケ
ル
。
猟
矧
⇒
夜

ノ
ア
ケ
ボ
ノ
こ
、
塩
干
潰
一
ツ
ヘ
ダ
テ
＼
…
焼
亡
ア
リ
。
…
（
軍
の
記
事
あ
り
）
…
皆
涙
ヲ
流
シ
テ
「
此
殿
ノ
為
ニ
ハ
命
ヲ
捨
ル
事
不

惜
」
ト
ゾ
各
申
合
ケ
ル
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
勝
浦
ニ
テ
戦
ツ
ル
源
氏
ノ
軍
兵
共
、
ヲ
ク
レ
バ
セ
ニ
馳
テ
迫
付
タ
リ
。
…
（
〓
1
8
　
八
嶋
二

押
寄
合
戟
ス
ル
事
）

右
の
う
ち
、
五
－
1
5
の
二
例
、
及
び
一
「
8
の
先
の
例
は
、
「
猿
程
二
日
モ
ク
レ
ヌ
」
等
、
時
間
の
大
幅
な
経
過
の
後
の
場
面
に
話
題
を
転
じ

る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
〓
－
8
の
後
の
例
も
時
間
的
な
違
い
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
五
l
1
4
、
七
1
2
6
の
後
の
例
は
、
視
点

を
据
え
る
人
物
を
大
き
く
移
動
す
る
時
に
用
い
る
。
七
－
2
6
の
後
の
例
は
由
来
説
明
文
を
終
わ
り
、
元
の
話
題
に
復
す
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

多
用
さ
れ
て
い
る
場
合
を
例
に
と
っ
て
見
る
と
、
そ
の
働
き
が
顕
著
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
話
題
が
大
き
く
転
換
す
る
時
に
用
い
ら
れ
る
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
大
き
な
話
題
転
換
を
含
む
と
こ
ろ
に
、
ま
た
、
そ
れ
を
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
で
転
換
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
紀
伝
体
章
段
特
有
の

地
の
文
の
展
開
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
は
章
段
が
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
で
始
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
使
用
例
数
一
例
の
も
の
で

は
、
九
例
中
五
例
が
、
二
例
の
も
の
で
も
四
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
話
題
に
重
点
を
置
い
て
章
段
を
形
成
し
て
い
る
紀
伝
体
章
段
の
特
徴
を
よ

く
発
揮
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
C
群
の
中
に
は
一
〇
〇
行
を
越
え
る
大
き
な
章
段
で
あ
り
な
が
ら
地
の
文
に
接
続
詞
が
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
と
同
時
に
地
の
文
に
接
続
詞
の
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
大
き
な
章
段
も
あ
る
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
接
続
詞
が
一
例
も
地
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
章
段
に
は
「
重
盛
父
教
訓
之
事
」
　
（
二
，
1
1
）
が
あ
る
。
「
入
道
ハ
カ
ヤ
ウ
ニ
人
々

ア
マ
タ
警
メ
ヲ
カ
レ
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
…
」
　
で
始
ま
る
こ
の
章
段
は
、
重
盛
が
父
に
教
訓
す
る
言
葉
を
中
心
と
し
て
い
る
章
段
で
、
恰
も
眼
前



で
進
行
す
る
態
を
描
写
し
て
い
る
感
の
あ
る
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
動
的
な
描
写
の
運
び
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
こ
の
よ
う
な
描
写
を
眼

前
描
写
と
呼
ぶ
と
、
章
段
全
体
が
眼
前
描
写
で
な
さ
れ
て
お
り
、
会
話
文
等
が
多
く
、
ま
た
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
。
地
の
文
に
接
続
詞

は
用
い
ら
れ
ず
に
展
開
さ
れ
る
。
編
年
体
章
段
の
中
に
も
「
成
親
卿
出
家
事
付
彼
北
方
備
前
へ
使
ヲ
被
遣
事
」
（
二
－
2
7
）
が
あ
る
。
成
親
卿
と

侍
の
信
俊
と
の
面
会
の
場
面
、
北
の
方
か
ら
の
消
息
、
子
息
基
康
と
の
別
れ
の
場
面
、
い
ず
れ
も
会
話
を
含
み
愁
嘆
の
様
子
を
眼
前
描
写
し

た
も
の
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
章
段
全
体
が
眼
前
描
写
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
地
の
文
に
お
い
て
先
の
話
題

と
後
の
話
題
と
を
つ
な
ぐ
必
要
は
な
く
、
接
続
詞
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
語
り
手
に
よ
る
前
後
の
話
題
の
関
係

説
明
が
不
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
言
え
ば
、
地
の
文
に
お
け
る
接
続
詞
は
、
語
り
手
が
複
数
の
話
題
の
関
係
付

け
を
す
る
た
め
に
用
い
る
言
葉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
る
。

こ
の
他
、
大
き
な
章
段
で
接
続
詞
が
一
例
し
か
な
い
も
の
も
含
め
る
と
、
次
の
如
く
認
め
ら
れ
る
。

《
紀
伝
体
章
段
》

O
「
文
学
ガ
道
念
之
由
緒
事
」
　
（
五
1
2
）

（
由
緒
と
い
う
こ
と
で
章
段
全
体
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
）

O
「
白
河
院
祈
親
持
経
ノ
再
誕
ノ
事
」
　
（
六
－
1
5
）

（
匡
房
の
論
談
と
、
そ
れ
に
続
く
「
捌
祈
親
持
匡
ト
申
ハ
…
」
で
始
ま
る
由
来
説
明
文
が
大
部
分
を
占
め
る
。
）

O
「
康
頼
油
黄
嶋
二
熊
野
ヲ
祝
奉
事
」
　
（
二
－
竺

（
間
に
「
叫
可
此
ノ
人
々
ノ
住
所
ヨ
リ
南
ノ
方
二
五
十
町
ヲ
去
テ
一
ノ
離
山
ア
リ
」
と
い
う
一
文
を
は
さ
ん
で
、
前
は
康
頬
と
俊
寛
と
の
こ

れ
ま
で
の
述
懐
、
後
は
熊
野
詣
の
賛
否
が
争
わ
れ
る
。
眼
前
描
写
。
）

O
「
義
仲
白
山
進
願
書
事
付
兼
平
与
盛
俊
合
戦
事
」
　
（
七
】
1
0
）

（
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
安
宅
ノ
勢
軍
二
手
負
タ
リ
」
を
間
に
置
い
て
、
前
は
願
書
、
後
は
合
戦
の
眼
前
描
写
。
）

延
慶
本
平
家
物
語
の
地
の
文
の
展
開
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O
「
木
曾
送
山
門
膜
状
事
付
山
門
返
牒
事
」
　
（
七
－
1
8
）

（
間
に
　
「
カ
カ
リ
ケ
レ
バ

心
々
ノ
会
議
区
々
也
ケ
レ
ド
モ
…
返
牒
ヲ
送
ル
」
を
置
い
て
、
前
に
義
仲
の
牒
状
、
後
に
返
膜
が
あ
る
。
）

《
編
年
体
章
段
》

O
「
院
ヨ
リ
入
道
ノ
許
へ
静
憲
法
印
被
遣
事
」
（
三
－
埜

（
「
朝
刊
刊
一
法
印
帰
参
シ
テ
…
」
を
間
に
置
い
て
、
入
道
の
く
ど
き
、
法
印
の
返
答
、
帰
り
の
様
子
を
眼
前
描
写
。
）

O
「
宮
南
都
へ
落
給
事
付
宇
治
こ
テ
合
戦
事
」
　
（
四
－
1
8
）

（
「
朝
刊
l
兼
綱
ハ
山
ノ
中
へ
引
籠
テ
…
」
を
間
に
置
い
て
、
宇
治
橋
の
合
戦
の
個
々
人
の
活
躍
を
眼
前
描
写
。
）

こ
れ
ら
は
、
眼
前
描
写
が
中
心
に
な
さ
れ
る
章
段
で
あ
る
と
共
に
、
由
来
説
明
文
、
文
書
、
会
話
文
等
が
全
体
、
ま
た
は
多
く
の
部
分
を
占

め
て
い
る
。
い
き
お
い
地
の
文
の
比
率
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
接
続
詞
が
少
な
い
こ
と
の
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
少
な
い
こ
と
の
理

由
に
お
い
て
は
、
紀
伝
体
章
段
と
編
年
体
章
段
と
の
間
に
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

2
、
多
数
使
用
の
実
態

〓
早
段
の
中
に
接
続
詞
が
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
見
る
と
、
そ
の
用
い
方
に
い
く
つ
か
の
類
別
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
接
続
詞
の

述
べ
用
例
数
は
多
い
け
れ
ど
も
、
異
な
り
語
は
少
な
い
も
の
が
あ
る
。

O
「
清
盛
繁
盛
事
」
　
（
「
4
）

清
盛
嫡
男
タ
リ
シ
カ
バ
…
偏
へ
こ
執
政
ノ
人
ノ
如
シ
。
刊
l
盟
川
」
史
記
ノ
月
令
ノ
文
ヲ
引
御
シ
テ
…
。
又
l
年
三
十
七
ノ
時
、
…
下
見
テ

心
モ
武
ク
著
リ
ハ
ジ
メ
ケ
リ
。
サ
レ
バ
熊
野
ヨ
リ
下
向
後
…
昇
進
ハ
…
猶
速
カ
ナ
リ
。
カ
＼
リ
シ
程
こ
、
清
盛
…
病
二
侵
サ
レ
テ
…

肩
ヲ
並
ル
人
無
リ
ケ
リ
。
サ
レ
バ
ニ
ヤ
…
「
此
一
門
二
非
ザ
ル
者
ハ
…
人
非
人
タ
ル
ベ
シ
」
ト
ゾ
被
申
ケ
ル
。
サ
レ
バ
イ
カ
ナ
ル
人

モ
…
ム
ス
ボ
ホ
レ
ン
ト
ゾ
シ
ケ
ル
。
…
代
ニ
ア
マ
サ
レ
タ
ル
イ
タ
ヅ
ラ
者
ノ
カ
タ
ブ
ケ
申
事
ハ
常
習
也
。
矧
ヨ
l
此
入
道
ノ
世
ザ
カ
リ



ノ
問
ハ
…
イ
ル
カ
セ
ニ
申
者
ナ
シ
。
…
オ
ソ
ロ
シ
ナ
ド
申
モ
愚
也
。
サ
レ
バ
眼
二
見
…

O
「
燕
丹
之
亡
シ
事
」
　
（
四
－
型

我
朝
こ
モ
不
限
恩
ヲ
不
知
者
ノ
滅
ピ
タ
ル
例
ヲ
尋
ル
こ
昔
唐
国
ニ
…
『
…
サ
レ
ド
モ
天
道
加
革
：
サ
テ
本
国
へ
…

『
…
サ
テ
荊
輌
…

へ
行
向
フ
。
…
『
猟
租
⇒
秦
国
ノ
将
軍
：
『
…
荊
酎
ヲ
出
シ
立
ツ
。
刻
、
燕
国
ニ
…
『
…
太
子
井
賓
客
ノ
…
又
、
羽
ノ
音
二
道
ル
時
、

…
朝
刊
荊
珂
事
二
乗
テ
…
判
明
日
刊
蒼
天
免
シ
給
ハ

ネ
バ
…
サ
レ
ハ
ト
テ
空
ク
帰
ル
ベ
キ
ナ
ラ
ネ
バ
…

『
サ
テ
堂
上
二
到
リ
テ
…

叫
列
荊
画
頭
ヲ
地
二
着
ケ
テ
…
『
旦
尚
漸
離
ハ
…
サ
レ
バ
…
宿
望
ヲ
達
セ
ン
事
…

「
清
盛
繁
盛
事
」
は
さ
ほ
ど
大
き
な
章
段
で
は
な
い
が
、
目
録
が
示
す
ご
と
く
、
清
盛
の
栄
華
の
様
子
を
取
り
立
て
た
章
段
で
あ
る
。
清
盛

の
威
勢
と
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
事
態
と
が
「
サ
レ
バ
」
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
そ
の
繰
り
返
し
で
世
間
へ
の
影
響
が
少
な
か
ら
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
印
象
付
け
る
表
現
と
し
て
い
る
。
「
燕
丹
之
亡
シ
事
」
は
恩
を
知
ら
ぬ
者
の
例
と
し
て
引
い
た
説
話
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
「
サ
テ
」
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
、
次
々
に
展
開
し
て
い
く
話
を
支
え
て
い
る
。
表
現
と
し
て
は
単
調
で
あ
る
が
、
章
段
の
性
格
は
よ

く
強
調
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
前
後
の
文
の
関
係
を
示
す
も
の
で
、
こ
こ
で
多
用
さ
れ
る
接
続
詞
は
第
三
種
に
属
し
て
お
り
、
地
の

文
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。
同
様
に
特
定
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
次
の
様
な
も
の
も
あ
る
。

O
「
住
吉
大
明
神
事
付
神
宮
皇
后
事
」
（
〓
1
1
3
）

三
月
十
九
日
…
色
々
幣
乳
剤
⇒
種
々
神
宝
ヲ
・
二
神
ハ
摂
津
国
住
吉
二
留
給
フ
。
瑚
住
吉
大
明
神
ト
申
ス
。
…
瑚
諏
方
大
明
神
ト
申

ス
。
…
渡
せ
給
ト
カ
ヤ
。
刊
l
盟
川
」
昔
ノ
征
伐
ノ
事
ヲ
忘
レ
給
ハ
ズ
。
…
今
ノ
八
幡
大
菩
薩
ト
申
ス
バ
副
是
也
。

○
法
皇
小
原
へ
御
幸
成
ル
事
（
〓
T
型
　
（
4
0
1
行
）

サ
ア
ル
程
二
文
治
二
年
ニ
モ
成
ヌ
。

『
…
彼
寺
二
詣
テ
礼
や
給
フ
ニ
…
、
刻
浄
ル
リ
ノ
有
様
ヲ
書
タ
ル
ト
オ
ボ
シ
ク
テ
、
…
『
彼
寺
ノ

有
様
…
瑚
寂
光
院
是
也
。
…
『
叫
列
内
ノ
有
様
ヲ
御
覧
ズ
レ
バ
…
淵
亭
：
淵
ヨ
l
…
ヲ
置
レ
タ
リ
。
又
御
勤
ノ
隙
ノ
…
又
参
川
守
守
基

法
師
ガ
…
詠
ジ
ケ
ル
…
刻
浄
土
ノ
法
文
ト
オ
ボ
シ
ク
テ
…
『
朝
刊
仏
ノ
御
傍
ノ
障
子
ヲ
引
ア
ケ
テ
…

延
慶
本
平
家
物
語
の
地
の
文
の
展
開
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説
明
を
多
く
含
む
も
の
と
、
後
者
は
視
線
の
動
き
に
し
た
が
っ
て
部
屋
の
様
子
を
並
べ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
「
マ
タ
」
の
頻
用
に
特
徴
が
見

ら
れ
る
。

そ
れ
ら
と
は
逆
に
、
異
な
り
語
数
が
多
い
も
の
も
一
類
を
な
し
て
い
る
。

O
「
主
上
々
皇
御
不
快
之
事
付
二
代
ノ
后
二
立
事
」
（
「
8
）

鳥
羽
院
御
重
駕
ノ
後
ハ
…
内
ヨ
リ
御
誠
ア
リ
。
カ
＼
リ
シ
カ
バ
…
高
モ

購
モ
恐
レ
怖
キ
テ
…
其
故
ハ
内
ノ
近
従
者
…
ガ
計
ニ
テ
‥
‥
被

流
ニ
ケ
リ
。
猟
矧
⇒
又
主
上
ヲ
呪
岨
シ
奉
ル
由
間
へ
有
テ
、
…
見
時
忠
卿
…
恨
奉
セ
ケ
ル
時
、
…
又
法
皇
多
年
御
宿
願
ニ
テ
…
『
異

朝
ノ
先
躍
ヲ
尋
ヌ
レ
バ
…
惑
ヨ
l
帝
…
臨
幸
ア
ツ
テ
…
劇
ヨ
l
屈
従
ノ
群
公
等
…
都
二
人
奉
り
、
…
惑
ヨ
l
臣
下
嘆
テ
云
ク
「
…
」
ト
。
例

在
位
廿
一
年
ニ
シ
テ
…
。
…
早

l
‥
ト
称
ス
。
鋼
、
…
ニ
当
レ
リ
。
』
…
加
様
ノ
思
ノ
外
ノ
事
共
多
カ
リ
キ
。
カ
、
ル
程
こ
、
永
満
元
年

ノ
春
ノ
比
ヨ
リ
…
ヨ
バ
ラ
セ
給
ニ
キ
。
是
二
依
テ
、

…
ガ
娘
ノ
腹
ニ
…
王
子
御
坐
シ
ヲ
皇
太
子
二
立
や
給
ベ
キ
由
…

O
「
頼
朝
与
隆
義
合
戦
事
」
（
六
－
空

四
月
廿
日
兵
衛
佐
頼
朝
ヲ
可
奉
誅
之
由
…
申
下
タ
ル
…
倒
召
隆
義
…
逃
撃
一
ケ
リ
。
…
平
家
ノ
運
尽
ヌ
ル
事
顕
レ
タ
リ
。
倒
ペ
年

来
恩
顧
ノ
聾
ノ
外
走
付
者
更
ニ
ナ
シ
。
猟
矧
⇒
去
年
…
西
収
ノ
業
如
シ
無
力
。
カ
＼
リ
ケ
レ
バ
天
下
飢
饉
シ
テ
多
ク
及
餓
死
こ
。

刺
列
テ
l
今
年
モ
暮
こ
キ
。
…
死
人
如
砂
。
刊
の
珂
事
宜
キ
サ
マ
シ
タ
ル
人
々
…
算
ノ
乱
タ
ル
ガ
如
シ
。
サ
l
l
盟
川
」
車
ナ
ム
ド
モ
直
二
不

通
…

こ
れ
ら
は
章
段
の
内
容
が
多
岐
に
亙
り
、
か
つ
表
現
も
多
様
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
編
年
体
章
段
の
「
頼
朝
与
隆
義
合
戦
事
」

は
小
さ
な
章
段
で
あ
る
が
、
単
に
合
戦
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
年
の
飢
饉
の
内
容
等
も
合
わ
せ
て
い
る
。
章
段
数
と
し
て
は
こ
の
類
が
最
も

多
く
、
紀
伝
体
章
段
、
編
年
体
章
段
と
も
に
複
数
の
章
段
が
あ
る
。
右
の
二
章
段
に
見
ら
れ
る
「
カ
ク
テ
」
「
カ
カ
リ
ケ
レ
バ
」
「
ナ
ラ
ビ
ニ
」

「
コ
コ
ニ
」
「
コ
レ
ニ
ヨ
ッ
テ
」
等
、
地
の
文
全
体
で
二
〇
～
三
〇
例
を
数
え
、
使
用
例
数
が
中
程
度
で
あ
っ
た
一
群
の
接
続
詞
は
こ
こ
に
集

中
し
て
い
る
。
地
の
文
に
特
有
の
も
の
、
漢
文
訓
読
語
が
中
心
を
な
し
て
お
り
、
章
段
も
多
い
こ
と
か
ら
、
典
型
的
な
地
の
文
の
一
つ
と
さ



れ
よ
う
。
類
別
と
し
て
は
、
第
一
類
、
第
二
類
の
も
の
が
多
い
。

地
の
文
に
の
み
用
い
ら
れ
る
接
続
詞
と
し
て
は
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
が
あ
り
、
少
数
使
用
で
の
特
徴
も
先
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
多
数

使
用
の
場
合
に
も
こ
れ
を
中
心
と
し
て
い
る
章
段
が
あ
る
。

O
「
源
氏
三
草
山
井
一
谷
迫
落
事
」
　
（
九
－
2
0
）
　
（
3
6
2
行
）

猿
程
二
源
氏
二
手
二
構
テ
…
カ
＼
リ
ケ
レ
バ
兵
衛
佐
「
…
」
…
『
サ
ル
ホ
ド
ニ
五
日
モ
ク
レ
ニ
ケ
リ
。
…
『
…
『
…
『
カ
、
リ
ケ
ル
所
ニ

年
五
十
許
ナ
ル
男
…
『
サ
ル
ホ
ド
ニ
夜
モ
ホ
ノ
ボ
ノ
ト
明
ケ
レ
バ
…
『
…
サ
テ
コ
ソ
…
被
成
ニ
ケ
レ
。
…
『
サ
ル
ホ
ド
ニ
西
ノ
渚
ヨ

リ
…
『
…
ヨ
l
別
府
小
太
郎
ス
＼
ミ
イ
デ
、
…

O
「
義
王
義
女
之
事
」
　
（
「
7
）
　
（
1
4
0
行
）

其
比
都
二
白
拍
子
二
人
ア
リ
。
…
剣
山
…
。
『
…
其
比
刻
都
ニ
…
『
朝
刊
申
ケ
ル
ハ
…
『
矧
矧
ヨ
ー
ハ
カ
ナ
キ
世
ノ
ナ
ラ
ヒ
こ
テ
…
『
サ
引
力

里
二
帰
リ
テ
…
『
猿
l
矧
司
入
道
ハ
…
叫
叫
べ
次
第
二
衰
へ
ケ
リ
。
…
『
猟
矧
ニ
l
年
モ
己
二
暮
ヌ
。
…
『
…
参
リ
ケ
ル
。
…
叫
列
内
ニ

入
タ
レ
バ
…
サ
レ
ド
モ
入
道
ハ
…
『
サ
テ
其
後
…
サ
リ
ト
テ
年
モ
僅
二
廿
ノ
ウ
チ
…
サ
テ
入
道
殿
ハ
…

前
者
は
最
も
大
き
な
章
段
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
接
続
詞
の
使
用
頻
度
も
さ
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
段
落
の
始
め
は
「
サ

ル
ホ
ド
ニ
」
が
一
定
し
て
い
る
。
後
者
も
同
様
で
あ
る
が
、
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
中
に
「
サ
テ
」
が
置
か
れ
、
説
話
的
側
面
を
見
せ
て
い
る
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

先
に
「
サ
レ
バ
」
「
サ
テ
」
を
中
心
に
多
用
す
る
も
の
を
見
た
が
、
そ
れ
に
こ
の
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
を
加
え
た
三
語
が
地
の
文
に
お
い
て
最

も
多
用
さ
れ
る
接
続
詞
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
地
の
文
の
展
開
は
基
本
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

時
間
的
に
場
面
を
変
更
す
る
な
ど
話
題
の
大
き
な
転
換
に
用
い
ら
れ
る
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
、
そ
れ
故
に
地
の
文
に
専
ら
用
い
ら
れ
る
も

延
慶
本
平
家
物
語
の
地
の
文
の
展
開



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

の
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
前
節
で
見
た
章
段
内
の
接
続
詞
の
多
寡
両
面
に
お
い
て
、
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
が
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の

も
ハ
そ
の
よ
う
な
働
き
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
語
の
組
成
そ
の
も
の
に
発
す
る
所
で
も
あ
る
。
他
の
「
サ
テ
」
「
サ
レ
バ
」
等
、

順
接
、
逆
接
の
語
は
、
こ
れ
と
異
な
り
、
ひ
と
つ
の
小
さ
な
話
題
が
直
接
的
に
展
開
す
る
こ
と
の
表
現
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
働
き

が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
先
に
第
一
類
と
し
た
も
の
も
、
「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」
と
「
カ
ク
テ
」
「
カ
カ
リ
ケ
レ
バ
」
と
は
地
の
文
に

専
用
と
い
う
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
カ
カ
リ
（
ル
）
…
」

（5）

形
の
接
続
詞
に
つ
い
て
は
、
『
太
平
記
』
の
「
カ
カ
ル
ト
コ
ロ
ニ
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
別
に
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
個
別
に
は
未
詳
の
部
分
を
含
ん
で
い
る
が
、
「
サ
テ
」
「
サ
レ
バ
」
の
多
用
さ
れ
る
例
を
見
た
如
く
、
延
慶
本
平
家
物
語
で
は
接
続

詞
を
多
く
用
い
て
前
後
の
文
を
詳
し
く
関
係
付
け
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
2
で
引
用
し
た
例
文
に
お
い
て
見
ら
れ
る

よ
う
に
細
か
に
意
を
用
い
て
展
開
の
様
を
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
接
続
詞
の
多
用
さ
を
生
ん
で
い
る
と
考
え
ら

（6）

れ
る
。
そ
の
意
の
用
い
方
は
、
前
稿
で
述
べ
た
各
文
章
の
特
性
が
そ
れ
ぞ
れ
頭
著
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。
別
の
観
点
か
ら
、

（7）

会
話
文
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
の
関
係
も
深
い
も
の
が
あ
畠
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（1）
（2）
（3）

（4）
（5）
（6）
（7）

本
稿
で
は
、
青
木
伶
子
氏
作
成
の
「
接
続
詞
お
よ
び
接
続
詞
的
語
彙
一
覧
」
（
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
』
六
）
に
な
ら
い
、
接
続
詞
的
に
働
く
語

句
を
含
め
て
考
え
る
。

拙
稿
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
接
続
詞
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
六
輯
　
平
五
・
5
）

漢
文
訓
読
語
の
認
定
は
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
三
・
3
）
、
峰
岸
明
『
平
安
時
代

古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
六
・
2
）
や
、
接
続
詞
に
つ
い
て
の
文
献
で
の
指
摘
に
基
づ
く
。
そ
の
他
は
推
定
に
よ
る
。

北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
　
勉
誠
社
　
平
二
・
6
）

下
河
部
行
輝
「
『
太
平
記
』
の
文
体
－
　
「
か
か
る
と
こ
ろ
に
」
　
－
」
　
（
『
国
語
学
研
究
』
8
一
九
六
八
・
8
）

注
　
（
2
）
　
文
献

小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
に
つ
い
て
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
一
輯
　
昭
六
三
・
8
）




